
こどもの権利条例の理念について 

１．理念とは？ 

理念とは、ある物事において「このようにあるべき」という、根本となる考えを意味するもの。 

 

条例の基本理念とは？ 

その条例に基づく施策や措置を行うにあたり、重要となる考え方を「基本理念」として規定する

ことがある。また、前文などに記載される場合もある。 

 

２．議題 

・みなさんが考える「こどもの権利条例」の目的は？ 

・理念を考えるうえで、「こどもの権利条例」の大切なキーワードはなにか？ 

 

３．事例 

事例① 東京都中野区 

・こどもの権利条例の目的は？ 

子どもにやさしいまちづくりを推進すること 

【この条例は、中野区に関わる全ての人が子どもの権利の尊重の理念を持ち、それぞれの生活や活動に生かす

ことにより、子どもの権利を保障し、もって子どもにやさしいまちづくりを推進することを目的とします。】 

 

・こどもの権利条例の基本理念は？（こどもの権利に対する基本的な考え方） 

⑴ 命が守られ、心身や尊厳が傷つけられることなく、愛情と理解をもって育まれる 

⑵ 意見や考え、思いを表明でき、それらが尊重される 

⑶ 子どもにとって最も善いことは何かを第一に考える 

⑷ 一人ひとりの個性が尊重され、だれ一人取り残されることなく権利が保障される 

 

事例② 東京都武蔵野市 

・こどもの権利条例の目的は？ 

すべての子どもが自分らしく、安心して暮らすことのできるまち、子どもの権利が大切にされる 

まちを目指す 

【この条例は、児童の権利に関する条約、日本国憲法その他関連する法令などに基づいて、現在と将来の子ど

もにとって大切な権利を保障するため、市、市民、保護者および育ち学ぶ施設の役割を明らかにするとともに、

権利の主体である子どもが家庭、育ち学ぶ施設、地域などの一員として、自分らしく安心して暮らすことがで

きるまち、子どもの権利が尊重されるまちをつくることを目的とします。】 

 

・こどもの権利条例の基本理念は？（こどもの権利に対する基本的な考え方） 

（前文） 

すべての子どもには、ひとりの人間としての権利があります。 

子どもは、一人ひとりかけがえのない存在です。すべての子どもは、どのような理由によっても 

差別されず、安心して他の人々とともに生きることができるよう、その権利と尊厳が守られます。 

子どもは、その気持ちや願いを尊重され、愛されて育つことが大切です。子どもには幸せに生きる権

利があり、より良く生きるための幸福感が高められることが重要です。 

資料５－２ 



子どもが暮らし、育つまちは、その一員である子どもにやさしいまちであるべきです。 

武蔵野市は、子どもの権利条約に基づき、市民とともに、子どもの最善の利益を尊重する社会の実現

を目指し、この条例を定めます。 

そして、次に掲げる子どもたちのことばが実現できるまちを目指します。 

 
（引用元：武蔵野市ウェブサイト 

URL：https://www.city.musashino.lg.jp/shiseijoho/shisaku_keikaku/kodomokateibu_shisaku_keikaku/1032777.html 

武蔵野市子どもの権利条例(くわしい版）（PDF 792.7KB）より） 
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